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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第３四半期
連結累計期間

第30期
第３四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自平成22年10月１日
至平成23年６月30日

自平成23年10月１日
至平成24年６月30日

自平成22年10月１日
至平成23年９月30日

売上高（千円） 7,924,045 8,539,427 10,580,972

経常利益（千円） 1,217,352 1,526,249 1,628,764

四半期（当期）純利益（千円） 615,581 865,004 853,344

四半期包括利益又は包括利益（千円） 653,779 836,895 887,504

純資産額（千円） 4,681,403 5,124,073 4,914,867

総資産額（千円） 12,824,528 11,767,305 12,235,765

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
7,840.49 5,903.62 5,498.14

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
7,784.68 5,824.86 5,460.13

自己資本比率（％） 36.3 43.3 40.0

　

  

回次
第29期
第３四半期
連結会計期間

第30期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3,264.49 2,125.71

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第29期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．平成23年８月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高8,539百万円（前年同期比7.8％増）、営業利益

1,520百万円（同23.6％増）、経常利益1,526百万円（同25.4％増）、四半期純利益865百万円（同40.5％増）とな

り、前年同期に比べ増収、増益となりました。

　当社グループは、30周年の節目を迎え新たな一歩を踏み出す年となり、この30年間で築き上げたレストランとして

のブランド力を更に磨き上げ、時代に応じて進化しながらも常にお客様から魅力あるレストランとして支持される

べく、「良いレストラン」への取り組み（レストランにおける潜在能力の開発、強い人間集団の形成）を全社一丸

となって推し進めてまいりました。デフレの進行や接待需要の低迷などレストラン業界に厳しい風が吹き付ける

中、当社グループのレストランは、多くのお客様から対価に対しより信頼のおける安心感のあるレストランとして

支持を集め、既存店の売上は堅調に推移しております。更に、前連結会計年度に開店した「ブラッスリー ポール・

ボキューズ 博多」及び「リストランテASO 天神」においても、引き続き幅広いお客様からの支持が得られ、集客・

売上ともに堅調に推移いたしました。また、経費の見直しを更に推し進めたことに加え、ユーロ安の進行により前年

同期に比べ収益性が向上いたしました。これらにより、増収、増益という結果を収めることができました。

また、前連結会計年度終了後に策定いたしました５ヵ年計画（５年間で売上高150億円規模、現金残高は現在の水

準を維持し有利子負債残高をゼロへ）は、当第３四半期末においても予定通り順調に推移しており、より強固な財

務基盤の構築に向け着実に前進しております。

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。

「フランス料理事業」は、売上高5,122百万円（前年同期比3.5％増）、セグメント利益1,055百万円（同20.0％増）

となりました。

「イタリア料理等事業」は、売上高3,414百万円（同15.0％増）、セグメント利益852百万円（同24.9％増）となり

ました。

「その他」については、売上高584百万円（同127.1％増）、セグメント利益90百万円（同75.0％増）となりました。

　

（2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ468百万円減少し、11,767百万円となりました。

これは主に、ワインの輸入等により原材料及び貯蔵品が414百万円増加した一方で、現金及び預金が735百万円、のれ

んの償却等により無形固定資産が58百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債合計は前連結会計年度末に比べ677百万円減少し、6,643百万円となりました。これは主に、買掛金が373百万

円増加した一方で、有利子負債が941百万円減少したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ209百万円増加し、5,124百万円となりました。これは主に、利益剰余金が563百

万円増加した一方で、自己株式取得等により325百万円減少したことによるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 600,000

計 600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 162,014 162,014
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式

であり、権利内

容に何ら限定の

ない当社におけ

る標準となる株

式であります。

また、単元株制

度は採用してお

りません。

計 162,014 162,014 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 162,014 － 1,213,540 － 1,004,750

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　  17,180 －

権利内容に何ら限定の　

ない当社における標準と

なる株式であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　   144,834 144,834 同上

単元未満株式 －　 － －

発行済株式総数 162,014 　－ －

総株主の議決権 － 144,834 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が６株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。 

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ひらまつ
東京都渋谷区恵比寿

四丁目17番３号
17,180 － 17,180 10.60

計 － 17,180 － 17,180 10.60
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役
イタリア料理等事業本部

ディレクター・ジェネラル　
阿曽　達治 平成24年３月31日

　

(２）退任の理由

体調不良に伴い取締役としての重責を果たす事が困難であると本人からの申し出があり、一時的に取締役を辞任し

平成24年４月１日付けで料理全般を監修する顧問に就任いたしました。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,134,165 3,398,252

売掛金 424,810 336,985

原材料及び貯蔵品 1,142,164 1,556,280

繰延税金資産 65,192 62,287

その他 488,640 424,550

貸倒引当金 △616 △506

流動資産合計 6,254,357 5,777,849

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,285,482 4,279,077

減価償却累計額 △795,540 △900,872

建物及び構築物（純額） 3,489,942 3,378,204

機械装置及び運搬具 71,796 68,914

減価償却累計額 △60,860 △59,511

機械装置及び運搬具（純額） 10,935 9,402

工具、器具及び備品 1,576,724 1,582,598

減価償却累計額 △1,057,782 △1,143,281

工具、器具及び備品（純額） 518,941 439,316

土地 299,273 299,273

リース資産 33,100 33,100

減価償却累計額 △19,308 △24,273

リース資産（純額） 13,791 8,826

建設仮勘定 14,700 172,260

有形固定資産合計 4,347,585 4,307,285

無形固定資産

のれん 75,575 18,893

その他 11,629 9,375

無形固定資産合計 87,204 28,269

投資その他の資産

繰延税金資産 55,684 49,928

敷金及び保証金 1,375,769 1,413,205

その他 128,237 208,948

貸倒引当金 △21,944 △21,921

投資その他の資産合計 1,537,747 1,650,160

固定資産合計 5,972,538 5,985,715

繰延資産

株式交付費 8,054 3,502

社債発行費 814 238

繰延資産合計 8,869 3,740

資産合計 12,235,765 11,767,305
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 492,213 865,283

1年内償還予定の社債 89,500 91,000

1年内返済予定の長期借入金 1,375,276 1,373,527

リース債務 6,741 6,845

未払金 195,620 150,162

未払費用 196,036 186,787

未払法人税等 381,500 332,500

未払消費税等 27,492 75,790

前受金 507,291 370,141

その他 96,524 179,707

流動負債合計 3,368,195 3,631,745

固定負債

社債 86,250 40,000

長期借入金 3,704,695 2,814,264

リース債務 7,459 2,312

資産除去債務 144,996 146,400

その他 9,300 8,509

固定負債合計 3,952,701 3,011,486

負債合計 7,320,897 6,643,231

純資産の部

株主資本

資本金 1,213,540 1,213,540

資本剰余金 1,232,181 1,231,861

利益剰余金 2,998,849 3,561,892

自己株式 △550,892 △876,126

株主資本合計 4,893,678 5,131,166

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 949 667

為替換算調整勘定 △3,113 △30,939

その他の包括利益累計額合計 △2,164 △30,272

新株予約権 23,353 23,179

純資産合計 4,914,867 5,124,073

負債純資産合計 12,235,765 11,767,305
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 7,924,045 8,539,427

売上原価 3,418,754 3,500,139

売上総利益 4,505,291 5,039,287

販売費及び一般管理費 3,274,642 3,518,303

営業利益 1,230,649 1,520,984

営業外収益

受取利息 319 258

為替差益 － 21,826

協賛金収入 3,738 3,102

広告料収入 6,394 7,366

その他 12,213 10,677

営業外収益合計 22,665 43,231

営業外費用

支払利息 28,466 34,045

為替差損 3,571 －

その他 3,924 3,921

営業外費用合計 35,962 37,966

経常利益 1,217,352 1,526,249

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 32,444 －

災害による損失 102,235 －

特別損失合計 134,680 －

税金等調整前四半期純利益 1,082,672 1,526,249

法人税、住民税及び事業税 465,804 652,394

法人税等調整額 1,286 8,850

法人税等合計 467,090 661,244

四半期純利益 615,581 865,004
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

四半期純利益 615,581 865,004

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 409 △282

為替換算調整勘定 37,789 △27,826

その他の包括利益合計 38,198 △28,108

四半期包括利益 653,779 836,895

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 653,779 836,895

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日）

（減価償却方法の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第３四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる損益への影響は軽微であります。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次のとおりで

あります。

前第３四半期連結累計期間
　（自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
　（自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日）

　減価償却費　　　　　　　　　　　198,860千円

　のれんの償却額　　　　　　　　　 56,681

　減価償却費　　　　　　　　　　　220,920千円

　のれんの償却額　　　　　　　　　 56,681

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月27日

定時株主総会
普通株式 290,388 3,682平成22年９月30日平成22年12月28日利益剰余金

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 138,052 1,750平成23年３月31日平成23年６月20日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月26日

定時株主総会
普通株式 134,823 900平成23年９月30日平成23年12月27日利益剰余金

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 167,138 1,154平成24年３月31日平成24年６月15日利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント

 その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３

フランス
料理事業

イタリア
料理等事業

計

売上高     　     　     　     　     　     　

外部顧客への

売上高
4,951,193　 2,969,4067,920,5993,445 －　 7,924,045

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－　 －　 －　 254,158　 △254,158　 －　

計 4,951,1932,969,4067,920,599257,603　 △254,158　 7,924,045

セグメント利益 879,437682,526　 1,561,964　 51,923　 △383,238　 1,230,649

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ワイン輸出事業、物品の販売事

業を含んでおります。

　　　２.セグメント利益の調整額△383,238千円には、セグメント間取引消去33,903千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△326,901千円、のれん償却額△56,681千円、たな卸資産等の調整額△33,558千円が含ま

れております。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年10月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント

 その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３

フランス
料理事業

イタリア
料理等事業

計

売上高     　     　     　     　     　     　

外部顧客への

売上高
5,122,831　 3,414,0408,536,8722,554 －　 8,539,427

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－　 －　 －　 582,363　 △582,363　 －　

計 5,122,8313,414,0408,536,872　 584,918△582,363　 8,539,427

セグメント利益 1,055,629852,723　 1,908,353　 90,871　 △478,240　 1,520,984

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ワイン輸出事業、物品の販売事

業を含んでおります。

　　　２.セグメント利益の調整額△478,240千円には、セグメント間取引消去△15,089千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△351,704千円、のれん償却額△56,681千円、たな卸資産等の調整額△54,764千円が含

まれております。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 7,840円49銭 5,903円62銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 615,581 865,004

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 615,581 865,004

普通株式の期中平均株式数（株） 78,513 146,521

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 7,784円68銭 5,824円86銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 563 1,981

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －　

（注）平成23年８月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年５月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………167,138千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………1,154円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年６月15日

（注）平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月14日

株式会社ひらまつ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡村　俊克　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藥袋　政彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ひらまつ

の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ひらまつ及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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